
 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍ極点図のβ方向平均値とＴｅｎｃｋｈｏｆｆＦｉｔｔｉｎｇ極点図比較 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ｒａｎｄｏｍ極点図からｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線は、バックグランドを除去した極点図から 

   β方向を平均化したα方向のプロファイルである。 

   一方、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアで作成するｄｅｆｏｃｕｓプロファイルは 

   平均化したαプロファイルを多項式にＦｉｔｔｉｎｇしている。 

   又、Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆでは、平均化したαプロファイルをＴｅｎｃｋｈｏｆｆの式にＦｉｉｔｉｎｇを 

   行った後、多項式にＦｉｔｔｉｎｇを行っている。 

   この違いを比較してみます。 

 

 

２．ｒａｎｄｏｍ測定データ 

 C:¥CTR¥DATA¥Aluminium-H-O¥Al_random 

 

２．１データ処理 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５ 

  バックグランド除去 

  １／４極点図―＞Ｆｕｌｌ極点図 

  ｄｅｆｏｃｕｓ多項式近似 

  ＴｅｎｃｋｈｏｆｆＦｉｔｔｉｎｇ―＞多項式近似 

 

２．２ＴＸＴ２データのＦｉｂｅｒ化 

 ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅ 

  β方向の平均を行う。 

 

２．３データ比較 

 ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＰｒｏｆｉｌｅ 

  α方向プロファイル 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ 

  ｄｅｆｏｃｕｓＰｒｏｆｉｌｅ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ｒａｎｄｏｍデータからＴＸＴ２データ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．１ ＴＸＴ２データのＦｉｂｅｒ化 

 

 

 

 

測定データの平均値では凸凹が目立つ 

このデータをｄｅｆｏｃｕｓ補正に使用すると 

配向データ極点図にＦｉｂｅｒ要素が混入 



４．２ 多項式（次数はＡｕｔｏ）で近似 

 

 ＴＸＴ２データを登録 

 

    次数＝１１で計算されている。 

補正曲線は 

 

 

  

 細かい凸凹は軽減されるが大きなうねりが発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．３ ＴｅｎｃｋｈｏｆｆＦｉｔｔｉｎｇ＋多項式 

 

  ＴＸＴ２データを登録 

 

 

補正曲線は 

 

 

  

 細かい凸凹と大きなうねりが消滅します。 

 


